
東御市短詩型文学祭 作品募集（一般の部）
日々の暮らしの中で感じたこと、伝えたいことなどを、

短歌、俳句、川柳、現代詩で表現してみませんか。

募集部門

投稿制限
募集期間応募作品応募用紙投稿料応募方法表彰

短
歌
・
俳
句
・
川
柳

無
制
限
（
投
稿
料
は
部
門
ご
と
三
作
品
に
つ
き
千
円
）

現
代
詩
一
編

五
月
一
日(

木)

～
七
月
三
十
一
日(

木)

【
当
日
必
着
】

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

ま
た
、
他
の
大
会
・
発
表
会
等
と
の
二
重
投
稿
は
認
め
ま
せ
ん
。

【
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
】

裏
面
の
専
用
投
稿
用
紙
へ
応
募
部
門
・
仮
名
遣
い
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
投
稿
作
品
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
現
代
詩
】

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
以
内
と
し
ま
す
。
原
稿
用
紙
は
任
意
の
も
の
で
構
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
空
い
て
い
る
場
所
に
住
所
・
電
話
番
号
・
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
部
門
に
応
募
す
る
場
合
は
、
部
門
ご
と
に
投
稿
用
紙
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
規
定
以
外
の
作
品
の
受
付
及
び
提
出
後
の
応
募
作
品
の
訂
正
は
で
き
ま
せ
ん
。

作
品
一
部
門
（
現
代
詩
以
外
は
三
作
品
）
に
つ
き
、
千
円
で
す
。

郵
送
で
応
募
す
る
場
合
は
郵
便
小
為
替
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
が
一
般
の
部
へ
応
募
す
る
場
合
の
投
稿
料
は
五
百
円
と
し
ま
す
。

左
記
ま
で
持
参
、
も
し
く
は
郵
送
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
三
八
九
ー
〇
五
一
七

東
御
市
県
二
八
八
ー
四

中
央
公
民
館
内

東
御
市
短
詩
型
文
学
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

特
選
、
秀
逸
、
佳
作
（
入
選
者
へ
十
一
月
上
旬
に
通
知
し
ま
す
）

主 催 東御市短詩型文学祭実行委員会（事務局：東御市中央公民館内 電話0268-75-5506）

後 援 東御市・東御市教育委員会・東御市公民館・東御市文化協会

短詩型文学祭は11月22日に開催します。
【日時】令和７年11月22日（土）午前10時～ 【場所】東御市中央公民館2階 講義室

【内容】入選者表彰及び選者を囲んでの研究会

ご自分の作品について先生のご指導がいただけます。選外でもアドバイスいただけますので、ぜひご参加ください。

第二十二回



【
注
意
】

・
一
部
門
、
三
作
品
ま
で
投
稿
用
紙
は
一
枚
で
す
。
今
年
度

よ
り
投
稿
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。(

現
代
詩
は
除
く)

・
は
っ
き
り
と
分
か
り
や
す
い
字
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
で
き
る
作
品
は
、
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

・
他
の
大
会
・
発
表
会
等
と
の
二
重
投
稿
の
場
合
、
賞
を
取

り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
集
へ
の
掲
載
を
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
希
望
す
る
場
合
は
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所

ふ
り
が
な

氏
名

〒ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
（

）

電話番号

学校・学年
（児童・生徒のみ）

学校：

年

不
足
の
場
合
は
コ
ピ
ー
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い

部
門

い
ず
れ
か
に
○

短
歌

三
首

俳
句

三
句

川
柳

三
句

仮
名
遣
い

い
ず
れ
か
に
○

新
か
な

旧
か
な

募集期間5月1日（木）～７月31日（木）【当日必着】

〆切を過ぎたものは、受付しません。

第
二
十
二
回

東
御
市
短
詩
型
文
学
祭
投
稿
用
紙
【
一
般
の
部
】


